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トマ トの低コス ト・高生産養液栽培システムの開発

第 1報 培地資材と給液量,給液濃度について
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1は じ め に

養液栽培は省力的でクリーンな栽培環境を提供する新技

術として期待が大きく,近年導入面積の増加が著しい。 ト
マトではロックウール栽培の導入が相次いでいるが,導入

コストが大きい,思った,まど収量が得られないといった問

題や,使用済みロックウールの処理,排培養液の処理など

環境への負荷が問題視されており,ロ ックウールに代わる

培地資材の検討
L'3)や排培養液のリサイクルについての

研究が進められている。宮城県園芸試験場では高設ベンチ

と低段密植栽培をベースとして,作業性がよく栽培管理が

容易で,低コスト養液栽培システムの開発を行っている。

本試験では,使用する培地の特性を検討した。

2試 験 方 法

トマト品種 ワヽ ウス桃太郎'を用い,硬質プラスチック

フィルム展張の鉄骨ハウスで栽培試験を行った。ロックウー

ル細粒綿,ピートモス (カ ナダ産), もみ殻, もみ殻 くん

炭,パーライト,や し殻繊維を供試した。

0)試験 1 給液量と培地資材
1995年 5月 23日 に200穴セルトレーに播種 した。栽培ベ

ンチは農業用直管パイプで高さ8bc■のベンチを組み,プ ラ

スティック製の園芸用プランター (65側 ×20c l)に各種の

培地資材を充填し2列に並べた。ベッド間隔200cmと して

6月 14日 に25葉期の苗をプランター当たり2株ずつ (308

株/a)定植した。 1株当たりの培地容量は紺 52となる。

第 3花房の上葉 2枚を残して摘心した。第 1花房直下の側

枝をベンチ下部へ下垂させ,2花房をつけて摘心した。培

養液は大塚A処方を用い,給液濃度は定植から第 1花房開

花期まで EC0 5～01mS/cI,第 3花房開花期まで10～

15mS/⑩ ,それ以降20mS/colと した。第 3花房開花期
までは株当たり日給液量03～ 10′ とした。第 3花房開花

期以降の株当たりの日給液量を102と 15′ の 2水準とし

た。培養液は日中タイマーにより4回に分けて給液した。

8)試験 2 給液濃度と培地資材
1995年 9月 28日 に播種,10月 18日 に定植した。第 3花房

開花期以降の給液濃度をEC15mS/側 と20mS/cmの 2

水準とした。栽培方法は試験 1に準じて行った。第 3花房

開花期以降の給液量は10″ /株/日程度で管理した。

3 試験結果及び考察

0)試験 1 給液量と培地資材の比較
収穫花房は合計 5段で,収穫期は8月 下旬～10月 上旬と

なった。株当たり日給液量を152と した区が,10′ とし

た区より総収量,良果収量ともに高かった。第 1花房開花

期は7月 下旬となり,水分ストレスがかかりやすい条件下

で果実肥大が進んだため,給液量の差が現れやすかったと

思われる。梅雨明け後の急激な気温の上昇により不稔とな

る花が多く,全体的に収量は少なかったが,中でももみ殻

図 1 試験 1 果房下茎径
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とピートモスを培地として用いた場合には茎径が細く,収
量も低かった。もみ殻を培地とした場合は,給液量を15
′とした場合でも,日中しおれることがあった。これはも

み殻の撥水性により保水力が少ないためと思われる。もみ

殻を培地として使う場合には,少量多回数あるいは少量長
時間灌水が必要と考えられた。ピートモスを培地とした場

合は,定植初期に過湿となり活着が遅れた。その後,生育
は回復したが追いつかず低い収量レベルとなった。ピート

モスは保水性が高く過湿になりやすい傾向がある。ロック

ウール細粒綿,や し殻繊維,もみ殻くん炭,パーライトは

ほぼ同等な収量を得た。

鬱)試験 2 培養液濃度と培地資材の比較
開花期は12月中下旬,収穫期は1996年 2月 中旬～ 4月 中

旬となった。EC2 0mS/cnと した場合に草勢がやや強く
なり,側枝に着果させた第 4,第 5花房の着果数力多 くなっ
た。収量も2 0mS/111の場合が高くなった。試験 1よ りも

比較的水分ストレスがかかりにくい条件下での栽培となっ

たが,試験 1と した同様にもみ殻を培地とした場合の生育,
収量が悪かった。その他の培地では生育,収量に大きな差

は見られなかった。

4 ま と め

主枝 3段摘心 +側枝 2段摘心とした高設ベンチ型 トマト

養液栽培システムを用い,給液量,培養液濃度条件を変え

て各種培地資材の特性について検討した。培地資材には,
ロッククール細粒綿,もみ殻くん炭,や し殻繊維,パーラ
イトを用いた場合ほぼ同等の生育,収量となった。もみ殻

くん炭とやし殻繊維は素材が有機質であり,使用後の処理

が比較的容易であるので特に有望と思われた。株当たり日

給液量は夏期で15′ 以上必要であった。本栽培法のよう

に根圏容積が限定される栽培方法では水分の供給量,給液

間隔などが生育,収量に大きく影響するので,今後さらに

検討する必要がある。側枝に着果させる第 4,第 5果房は
ベンチ下部へ下垂させるために樹勢が落ちやすい。この果

房を着果させるには培養液濃度はEC2 0mS/cm程 度必要
と思われた。
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